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１ 復興の状況と課題につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災から２年３カ月になりました。議会として、

議会・住民懇談会を５月 13 日から５月 17 日、24 カ

所で開催致しました。 

 町民の願いは、一日でも早い復興を待ち望んでい

ることをひしひしと感じることができました。町長

は施政方針で、「本年度はスピードと質を両立させな

がら、復興事業の見える化をはかる年」と述べてい

ます。 

 現在の女川町中心部地区の盛土工事状況、石浜加

工団地造成等をみれば、復興事業が始まったことが

実感し、期待が膨らんできます。 

 そこで伺います。 

(１) 復興事業に伴うことで、現在住家として利用

しているが、移転対象になる住家及び倉庫等の

件数と交渉の進捗状況は。 

(２) 女川駅周辺工区整備工事で、海岸付近で国道

398 号迂回路を造成中ですが、交通規制により、

主要道路になる伊勢から清水全区までの町道整

備はどうなりますか。 

(３) 女川町を応援してくれる方、町民に対しても

女川町の未来を語る部署、チームが必要になっ
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２ 江島の今後の振興策は 

 

 

てきているのではないか。 

 「戦略室」また「戦略チーム」を立ち上げ、女川

町の情報を積極的に発信すべきと思うが。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 震災後、高齢化により島民の減少に拍車がかかっ

ている。島に住むことは厳しい現状があるが、江島

に愛着信を持つ島民の心情を大事にするのが、町政

の大きな役割です。 

 島内道路、漁港の整備促進、集会所の早期着工な

ど、公共施設の充実が急がれています。江島の将来

は女川町の将来だと思いますが、江島の振興対策を

伺います。 

（質問の相手：町長） 

 

 

 

 

 

 


